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シンポジウムⅠ　地域医療の共創



















ア実現の基盤づくりを目指した IPE ＆ W プログラムである。このようなカリキュラムに 2016 年までの 6 年
間でのべ 22120 人が参加した。
地域医療学校活動の成果として以下の五点を挙げたいと思う。
　①救急車の適正使用の推進
　②患者参加の疾病管理
　③禁煙授業による防煙効果
　④指導者の育成
　⑤街づくり活動との協働
「地域完結型医療」と「地域包括ケア」を将来にわたり維持発展させるために、地域ケアに携わる人たちが、
住民も含め、将来にわたり、当事者として、地域医療を「学び続ける」ことが地域医療魚沼学校の目標である。
魚沼市立小出病院長・地域医療魚沼学校長
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